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平
成
十
五
年
四
月
、
障
害
者

（
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
障

害
児
）
福
祉
は
、
行
政
が
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
提
供
す
る
事
業
者
を

決
定
す
る
現
行
の
「
措
置
制
度
」
か
ら
、

障
害
を
も
つ
人
が
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
、
事
業
者
と
対
等
な
立
場
で
契
約
を
結

び
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
新
た
な
「
支

援
費
制
度
」
に
変
る
。
ど
こ
の
市
町
村
で

も
そ
の
準
備
に
入
っ
て
い
る
が
、
ど
う
も

こ
れ
へ
の
関
心
が
薄
い
よ
う
に
思
え
る

が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
措
置
制
度
が
廃

止
さ
れ
、
契
約
利
用
制
度
が
導
入
さ
れ
る

点
で
は
、
高
齢

者
介
護
保
険
制

度
と
軌
を
一
に

し
て
お
り
、
わ

が
国
の
障
害
者
福
祉
は
大
き
く
転
換
す
る
。

　

障
害
を
も
つ
人
は
、
市
町
村
の
障
害
福

祉
担
当
窓
口
で
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
ら
よ
い
か
を
相
談
す
る
。
利

用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
決
ま
っ
た
ら
申
請

す
る
。
担
当
職
員
は
、
利
用
者
の
障
害
程

度
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
介
護

者
の
状
況
な
ど
を
聴
き
取
り
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）、
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
更
正
施
設

や
授
産
施
設
、
療
護
施
設
、
通
勤
寮
等
）

の
内
容
と
、
支
援
の
内
容
（
支
援
の
種
類
、

･

支
給
機
関
、
支
給
量 
障
害
程
度
の
区
分
、

利
用
者
負
担
）
を
決
定
す
る
。
決
定
を
受

け
る
と
、「
受
給
者
証
」
が
公
布
さ
れ
る
。

決
定
内
容
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
市
町

村
へ
申
立
て
が
で
き
る
。

　

利
用
者
は
、
指
定
事
業
者
（
都
道
府
県

指
定
の
施
設
や
事
業
所
）
の
中
か
ら
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
い
事
業
者
を
選
択
す
る
。

そ
の
指
定
事
業
者
と
契
約
を
結
ん
で
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
。

　

利
用
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

ら
、「
利
用
者
負
担
額
」
を
指
定
事
業
者
に

支
払
う
。
利
用
者
負
担
額
は
、
利
用
者
の

能
力
に
応
じ
て

市
町
村
が
決
め

る
。
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
た

め
に
か
か
っ
た
費
用
か
ら
「
利
用
者
負
担

額
」
を
除
い
た
額
を
、
市
町
村
が
利
用
者

に
代
わ
っ
て
「
支
援
費
」
と
し
て
指
定
事

業
者
に
支
払
う
。

　

市
町
村
は
、
目
線
を
障
害
者
に
し
っ
か

り
向
け
、
親
身
の
相
談
と
的
確
な
決
定
、

苦
情
・
ト
ラ
ブ
ル
の
迅
速
な
解
決
な
ど
、

「
最
初
の
政
府
」と
し
て
の
責
務
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
欲

と
能
力
の
発
揮
に
よ
っ
て
、
ま
た
市
町
村

の
間
に
差
が
広
が
る
。

（
千
葉
大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

大
森　

彌
）

道
の
駅
・
枇
杷
倶
楽
部
（
千
葉
県
富
浦
町
）
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全 国 町 村 会

全国町村長大会は11月27日全国町村長大会は11月27日全国町村長大会は11月27日

　全国町村会は９月１９日の理事会（都道府県町村会長会議）で、１１月２７日正

午に東京・渋谷のNHKホールで「全国町村長大会」を開くことを決定した。

　この大会は、地方自治に関する国の施策ならびに当面する諸問題等につい

て、町村長の総意を結集して決議、要望、宣言を決定し、大会終了後は目的

達成のための実行運動を行う。

　参加者は２，５４３の町村長をはじめ各都道府県町村会事務局長等関係者約３，０００

人。来賓に内閣総理大臣、衆参両院議長、総務大臣はじめ関係大臣、全国会議

員等に出席を要請する。

　同大会の開催要綱は次のとおり。

開　催　要　綱
１．名　称

　　全国町村長大会

３．日　時

　　平成１４年１１月２７日（水）
　　開会　正午

５．出席者

全国の町村長、都道府県および郡（地区）
町村会の事務局長等

７．来賓祝辞要請者

内閣総理大臣、衆参両院議長、総務大臣お
よび関係各省大臣、全国町村議会議長会長

６．順　序

①開会
②国歌斉唱
③全国町村会長あいさつ
④来賓あいさつ
⑤議長団選出
⑥議事＝決議、要望、宣言、実行運動方法協議
⑦閉会

４．会　場

　　ＮＨＫホール
　　　東京都渋谷区神南２―２―１
　　　　　電話０３（３４６５）１１１１（代表）

２．目　的

町村長の総意を結集し、国民一人ひとり
が自然の恵みと豊かさを享受できる国土
づくりを推進するとともに、地方分権の
確立と町村行財政基盤の強化を図り、活
力と魅力ある地域社会の実現を期する。
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政 策

　

十
五
年
度
予
算
で
は
、
裁
量
的
経
費
重

点
化
措
置
を
新
設
す
る
な
ど
概
算
要
求
基

準
（
シ
ー
リ
ン
グ
）
の
枠
組
み
が
前
年
度

と
大
き
く
変
わ
っ
た
。
前
年
度
ま
で
社
会

保
障
給
付
を
中
心
と
し
た
政
策
経
費
を

「
社
会
保
障
関
係
費
」
と
い
う
項
目
で
く

く
っ
て
い
た
が
、
十
五
年
度
か
ら
は
こ
れ

ま
で
社
会
保
障
関
係
費
の
枠
外
に
あ
っ
た

職
員
の
人
件
費
な
ど
も
合
わ
せ
「
義
務
的

経
費
」
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
い
る
。
前

年
度
ま
で
の
概
念
で
あ
る
社
会
保
障
関
係

費
を
十
年
度
予
算
概
算
要
求
に
当
て
は
め

る
と
、
要
求
総
額
は
四
・
三
％
増
の
一
八

兆
六
九
九
八
億
円
に
な
る
。

　

義
務
的
経
費
の
内
訳
は
、
ま
ず
年
金
が

一
・
七
％
増
の
五
兆
五
八
五
五
億
円
、
医

療
が
四
・
三
％
増
の
七
兆
七
五
九
七
億
円
、

介
護
が
八
・
九
％
増
の
一
兆
五
八
八
九
億

円
、
雇
用
が
一
四
・
五
％
増
の
五
一
四
八

億
円
、
福
祉
等
が
三
・
九
％
増
の
二
兆
一

八
三
七
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
費
に
含
ま
れ
る
社
会
保
障

給
付
の
う
ち
、
公
的
年
金
の
ほ
か
、
児
童

扶
養
手
当
、
障
害
児
特
別
手
当
、
原
爆
被

爆
者
へ
の
各
種
手
当
な
ど
は
、
消
費
者
物

価
指
数
に
連
動
し
て
給
付
額
が
増
減
す
る

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
」が
適
用
さ
れ
る
。
イ
ン

フ
レ
で
給
付
が
目
減
り
す
る
の
を
防
ぐ
の

が
目
的
だ
が
、
制
度
と
し
て
は
物
価
が
下

落
す
れ
ば
給
付
額
も
引
き
下
げ
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
消
費
者
物
価
指
数
は
、

平
成
十
一
年
〇
・
三
％
、
同
十
二
年
〇
・

七
％
、
同
十
三
年
〇
・
七
％
と
三
年
連
続

で
下
落
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
十
二
年
度
の

給
付
か
ら
物
価
下
落
率
に
合
わ
せ
て
引
き

下
げ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
受
給
者
が
い
ず

れ
も
社
会
的
弱
者
で
あ
る
た
め
、
十
四
年

度
ま
で
特
別
措
置
を
講
じ
て
給
付
額
を
据

え
置
い
て
き
た
。
ま
た
、
政
府
経
済
見
通

し
で
は
十
五
年
の
物
価
も
〇
・
六
％
下
落

す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
特
別

措
置
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
が
、
十
五
年

度
予
算
編
成
で
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
十
五
年
度
概
算
要
求
で

は
、
物
価
下
落
に
伴
う
ス
ラ
イ
ド
を
十
二

年
度
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
し
た
予

算
額
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
四
年
分
の

物
価
下
落
率
を
累
積
し
た
マ
イ
ナ
ス
二
・

三
％
を
一
度
に
適
用
す
る
と
、
給
付
の
減

額
は
夫
婦
二
人
分
の
給
付
月
額
が
一
三
万

四
〇
〇
〇
円
の
国
民
年
金
で
三
〇
八
〇

総額4.6％増の19兆5,237億円

平成15年度 予算概算要求重点施策解 説 厚厚厚 生生生 労労労 働働働 省省省

地域ぐるみで子育て支援を
― 介護保険の定着で給付額を確保 ―

厚
生
労
働
省
の
平
成
十
五
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
総
額

　

厚
生
労
働
省
の
平
成
十
五
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
総
額

で
前
年
度
当
初
比
四
・
六
％
増
の
一
九
兆
五
二
三
七
億
円
と
な
っ
た
。

で
前
年
度
当
初
比
四
・
六
％
増
の
一
九
兆
五
二
三
七
億
円
と
な
っ
た
。

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う
と
、
子
育
て
世
帯
を
地

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う
と
、
子
育
て
世
帯
を
地

域
社
会
全
体
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
職
場
で
も
子
育
て
に
配
慮
し
た

域
社
会
全
体
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
職
場
で
も
子
育
て
に
配
慮
し
た

労
働
条
件
や
環
境
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
子
育
て
の
「
社
会
化
」
に
関

労
働
条
件
や
環
境
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
子
育
て
の
「
社
会
化
」
に
関

わ
る
施
策
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
の
が
特
徴
。
ま
た
、
第
二
期
事
業
期

わ
る
施
策
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
の
が
特
徴
。
ま
た
、
第
二
期
事
業
期

間
を
迎
え
る
介
護
保
険
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
予
測

間
を
迎
え
る
介
護
保
険
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス
需
要
予
測

に
基
づ
い
た
給
付
額
を
確
保
し
、
制
度
の
普
及
・
定
着
を
図
る
。

に
基
づ
い
た
給
付
額
を
確
保
し
、
制
度
の
普
及
・
定
着
を
図
る
。

一
般
会
計
総
額
の
う
ち
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、
雇
用
と
い
っ
た
社

　

一
般
会
計
総
額
の
う
ち
、
年
金
、
医
療
、
介
護
、
雇
用
と
い
っ
た
社

会
保
障
関
係
を
中
心
と
し
た
義
務
的
経
費
は
、
三
・
九
％
増
の
一
八
兆

会
保
障
関
係
を
中
心
と
し
た
義
務
的
経
費
は
、
三
・
九
％
増
の
一
八
兆

四
六
二
八
億
円
。
こ
の
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
基

四
六
二
八
億
円
。
こ
の
ほ
か
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
基

盤
や
水
道
施
設
整
備
な
ど
の
公
共
投
資
重
点
化
措
置
が
一
六
・
四
％
増

盤
や
水
道
施
設
整
備
な
ど
の
公
共
投
資
重
点
化
措
置
が
一
六
・
四
％
増

の
三
四
一
六
億
円
、
科
学
技
術
進
行
経
費
を
含
む
裁
量
的
経
費
重
点
化

の
三
四
一
六
億
円
、
科
学
技
術
進
行
経
費
を
含
む
裁
量
的
経
費
重
点
化

措
置
が
一
八
・
九
％
増
の
七
一
九
四
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

措
置
が
一
八
・
九
％
増
の
七
一
九
四
億
円
と
な
っ
て
い
る
。
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円
、
モ
デ
ル
世
帯
で
給
付
月
額
二
三
万
八

〇
〇
〇
円
の
厚
生
年
金
で
五
四
八
〇
円
に

も
な
る
。
そ
こ
で
、
同
省
は
物
価
ス
ラ
イ

ド
の
適
用
は
十
五
年
度
分
に
と
ど
め
る
方

針
で
、
十
二
―
十
四
年
度
分
物
価
ス
ラ
イ

ド
分
に
当
た
る
八
四
六
億
円
（
う
ち
公
的

年
金
分
は
七
八
七
億
円
）
を
、
シ
ー
リ
ン

グ
の
枠
外
で
要
求
。
そ
の
取
り
扱
い
は
、

年
末
の
予
算
編
成
過
程
で
決
着
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

個
別
施
策
で
は
、「
次
世
代
の
育
成
を

支
援
す
る
少
子
化
対
策
の
推
進
」、「
活
力

が
あ
り
、
安
心
で
き
る
高
齢
社
会
の
実

現
」
な
ど
が
主
な
柱
。

▼▼
子
育
て
支
援
委
員
会
を
設
置

　

ま
ず
、「
地
域
社
会
を
通
じ
た
子
育
て

家
庭
支
援
」
に
前
年
度
比
四
・
一
％
増
の

二
、
二
三
一
億
八
、
一
〇
〇
万
円
を
要
求

し
た
。
こ
の
う
ち
市
町
村
の
子
育
て
支
援

体
制
の
強
化
に
九
一
億
五
、
七
〇
〇
万
円

を
投
入
す
る
。
新
規
の
目
玉
事
業
と
な
る

の
が
、「
子
育
て
支
援
総
合
サ
ー
ビ
ス
」
と

「
子
育
て
支
援
委
員
会
」
で
、
合
わ
せ
て
二

八
億
五
〇
〇
万
円
を
計
上
。
両
事
業
で

は
、
一
時
保
育
や
病
後
保
育
な
ど
地
域
に

お
け
る
多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
を
一
元
的
に
把
握
し
た
子
育
て
支
援

総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
利

用
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
主
任

児
童
委
員
な
ど
を
中
心
と
し
た
子
育
て
委

員
会
を
小
学
校
区
ご
と
に
設
置
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
事

業
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
把
握
し
た
上

で
、
具
体
的
な
事
業
計
画
を
立
案
、
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指
す
。
委
員
会

は
、
都
市
部
を
中
心
に
、
四
七
〇
市
町
村

で
設
置
す
る
。

　

さ
ら
に
、「
子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」

に
三
一
億
二
〇
〇
万
円
を
計
上
。
主
に
公

共
施
設
な
ど
に
託
児
室
や
授
乳
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た
り
、
乳
幼
児
と
一
緒
に
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
公
共
ト
イ
レ
を

改
修
し
た
り
す
る
。

　

学
齢
期
以
降
の
児
童
の
健
全
育
成
事
業

に
は
一
六
一
億
二
〇
〇
〇
万
円
を
要
求
。

こ
の
う
ち
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

で
は
、
放
課
後
児
童
の
受
け
入
れ
体
制
を

一
六
年
度
ま
で
に
一
万
五
〇
〇
〇
カ
所
と

す
る
こ
と
を
目
標
に
、
一
五
年
度
は
国
庫

補
助
対
象
と
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

一
万
八
〇
〇
カ
所
か
ら
一
万
一
六
〇
〇
カ

所
に
増
や
す
。
ま
た
、
障
害
児
の
受
け
入

れ
に
関
わ
る
補
助
要
件
の
緩
和
、
障
害
児

通
園
事
業
と
の
連
携
、
障
害
児
施
設
と
の

職
員
交
流
な
ど
障
害
児
へ
の
対
応
を
向
上

さ
せ
る
。

▼▼
子
育
て
に
高
齢
者
の
経
験
を
活
用

　

乳
幼
児
と
児
童
の
保
育
施
策
を
融
合
さ

せ
た
試
み
と
し
て
、
年
長
の
児
童
が
赤

ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
を
作
り
、
命
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
将

来
の
育
児
不
安
や
虐
待
へ
の
予
防
効
果
も

狙
っ
た
「
子
ど
も
た
ち
の
出
会
い
・
ふ
れ

あ
い
交
流
事
業
」の
創
設
す
る
こ
と
と
し
、

二
億
六
一
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
子
育
て

支
援
事
業
も
新
規
に
実
施
す
る
。
こ
れ

は
、
退
職
し
た
元
教
員
な
ど
の
経
験
や
技

能
を
生
か
し
、
子
ど
も
の
学
習
指
導
な
ど

を
任
せ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の

触
れ
合
い
の
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
の
就
業
機
会
拡
大
も
目
指
す
。
全
国

に
約
一
七
〇
〇
カ
所
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
人
材
確
保
を
依
頼
。
元
教
員

や
保
育
士
な
ど
が
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

の
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
。

　

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
で
は
、保

育
所
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
に
三
五
二
億

二
八
〇
〇
万
円
を
計
上
し
、緊
急
施
設
整

備
な
ど
に
よ
り
保
育
所
受
け
入
れ
児
童
の

枠
を
五
万
人
増
大
さ
せ
る
ほ
か
、送
迎
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
送
迎
バ
ス
を
活
用
し
、

放
課
後
児
童
を
夜
間
受
け
入
れ
可
能
な
保

育
所
に
送
る
な
ど
、事
業
を
実
施
す
る
市

町
村
の
創
意
工
夫
が
生
か
せ
る
よ
う
に
補

助
対
象
事
業
を
拡
大
す
る
。ま
た
、保
育
士

や
看
護
士
の
資
格
を
持
つ
保
育
者
（
保
育

マ
マ
）が
自
宅
で
少
人
数
の
乳
幼
児
を
預
か

る「
家
庭
的
保
育
事
業
」を
拡
充
、
利
用
日

数
の
条
件
緩
和
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
要
件
緩
和
を
行
う
と
と
も
に
、

保
育
所
を
通
じ
た
利
用
も
可
能
に
す
る
。

　

新
規
事
業
で
は
、
パ
ー
ト
の
増
大
な
ど

親
の
就
労
形
態
の
多
様
化
で
、
子
ど
も
の

保
育
に
対
す
る
需
要
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
パ

タ
ー
ン
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、
週
に

二
、
三
日
、
あ
る
い
は
午
前
か
午
後
の
み

な
ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
柔
軟
に

し
た「
特
定
保
育
事
業
」を
創
設
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
延
長
保
育
の
推
進
を
一
万
カ
所

か
ら
一
万
一
五
〇
〇
カ
所
に
、
休
日
保
育

を
四
五
〇
カ
所
か
ら
五
〇
〇
カ
所
に
、
一

時
保
育
は
三
五
〇
〇
カ
所
か
ら
四
五
〇
〇

カ
所
に
そ
れ
ぞ
れ
拡
大
す
る
予
定
だ
。

　

一
方
、
職
場
環
境
や
労
働
条
件
の
面
か

ら
子
育
て
を
支
援
す
る
施
策
も
展
開
。
育

児
休
業
の
取
得
促
進
に
積
極
的
な
企
業
に

給
付
す
る
育
児
休
業
所
得
促
進
奨
励
金

（
仮
称
）
も
創
設
す
る
ほ
か
、
子
育
て
や
自

己
啓
発
な
ど
の
た
め
、
半
日
勤
務
や
隔
日

勤
務
を
す
る
よ
う
な
多
様
な
働
き
方
が
選

択
で
き
る
仕
組
み
の
導
入
に
向
け
、
業
種

ご
と
に
短
時
間
正
社
員
制
度
を
活
用
し
た

モ
デ
ル
を
開
発
す
る
「
多
様
就
業
型
ワ
ー

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
す
る
。

▼▼
児
童
虐
待
対
策
も
Ｉ
Ｔ
化

　

深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
に
は
七
四

億
二
一
〇
〇
万
円
を
要
求
。
児
童
虐
待
相

談
の
増
加
な
ど
で
児
童
相
談
所
の
業
務
が

過
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
記

録
の
標
準
化
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
児
童
福
祉
司
の
専
門
的
判

定
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
、

こ
の
分
野
で
送
れ
て
い
た
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進

す
る
。
ま
た
、
母
子
保
健
活
動
の
経
験
が

あ
る
保
健
師
な
ど
の
人
材
を
活
用
、
児
童

虐
待
に
関
す
る
専
門
研
修
を
行
っ
て
相
談

業
務
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
事
業
を

創
設
す
る
。
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
相
手

の
な
い
親
が
育
児
疲
れ
で
追
い
込
ま
れ
、

そ
れ
が
虐
待
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な

く
な
い
た
め
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
が
交
流

す
る「
つ
ど
い
の
広
場
」事
業
も
拡
充
。
実

施
個
所
を
六
五
カ
所
か
ら
八
五
カ
所
に
増

や
し
、
子
育
て
不
安
の
軽
減
や
地
域
か
ら

の
孤
立
化
を
防
止
す
る
。
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政 策
　

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
対
策
に
は
二
六

九
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
が
、

こ
の
う
ち
、
二
五
四
九
億
九
九
〇
〇
万
円

は
児
童
扶
養
手
当
の
給
付
で
占
め
ら
れ

る
。
児
童
扶
養
手
当
以
外
で
は
、
母
子
家

庭
支
援
策
と
し
て
小
規
模
分
園
型
（
サ
テ

ラ
イ
ト
型
）
の
母
子
生
活
支
援
施
設
を
新

た
に
設
置
す
る
。
こ
れ
は
、
早
期
の
自
立

が
見
込
ま
れ
る
母
子
家
庭
は
、
地
域
社
会

と
接
触
の
多
い
小
規
模
な
施
設
で
生
活
し

て
も
ら
う
と
い
う
試
み
。
こ
の
ほ
か
、
母

子
家
庭
の
母
親
が
自
立
に
向
け
た
就
学
や

疾
病
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
介
護
や
保
育

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
家
庭

生
活
支
援
員
を
派
遣
す
る
「
日
常
生
活
支

援
事
業
」
も
拡
充
す
る
。
さ
ら
に
、
自
立

支
援
の
一
環
と
し
て
、
母
子
家
庭
の
母
が

就
業
に
向
け
て
受
講
す
る
職
業
能
力
開
発

講
座
の
受
講
料
補
助
、
介
護
福
祉
士
な
ど

の
養
成
機
関
に
通
う
際
に
は
生
活
費
の
一

部
を
補
助
す
る
「
自
立
支
援
給
付
金
」
を

創
設
。
就
業
相
談
か
ら
就
職
情
報
の
提

供
、
生
活
支
援
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
支

援
を
実
施
す
る
た
め
の
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
も
新
規
に

実
施
す
る
。

▼▼
介
護
給
付
、
八
・
五
％
増
に

　

高
齢
者
関
係
の
老
人
保
健
福
祉
関
係
予

算
は
、
介
護
保
険
制
度
の
着
実
な
実
施
を

中
心
に
前
年
度
比
九
・
一
％
増
の
一
兆
九

五
七
九
億
四
〇
〇
万
円
を
確
保
し
た
。
介

護
給
付
の
伸
び
は
八
・
五
％
増
と
見
込
ん

だ
が
、
こ
れ
は
今
年
六
月
時
点
で
全
国
の

市
町
村
か
ら
聴
取
し
た
サ
ー
ビ
ス
量
予
測

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。

　

十
五
年
度
の
介
護
保
険
運
営
に
関
わ
る

国
の
予
算
額
は
一
兆
六
二
二
九
億
円
。
こ

の
う
ち
、
給
付
費
の
二
〇
％
相
当
の
国
庫

負
担
は
九
八
一
二
億
円
、
五
％
相
当
の
調

整
交
付
金
が
二
四
五
三
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
介
護
保
険
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
市

町
村
に
資
金
の
貸
し
付
け
や
給
付
を
行
う

た
め
、
都
道
府
県
単
位
で
設
け
ら
れ
た
財

政
安
定
化
基
金
に
対
す
る
国
の
負
担
分
が

七
九
億
円
、
市
町
村
が
行
う
要
介
護
認
定

の
事
務
処
理
費
用
に
は
三
〇
五
億
円
を
計

上
し
た
。
ま
た
、
保
険
運
営
の
効
率
化
に

向
け
、
複
数
の
市
町
村
で
保
険
財
政
を
合

体
さ
せ
る
広
域
化
を
実
施
す
る
場
合
、
シ

ス
テ
ム
改
良
や
保
険
料
の
平
準
化
に
必
要

な
団
体
に
対
す
る
財
政
支
援
の
経
費
と
し

て
三
五
億
円
を
確
保
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
や
高
度
化
を
促
進

す
る
事
業
で
は
、
ま
ず
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）の
資
質
向
上
を
進
め

る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
多
く
が
給
付
管

理
な
ど
の
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
に
追
わ

れ
、
資
質
向
上
が
進
ま
な
い
実
態
か
ら
、

地
域
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
、
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
や
指
導
助
言
に
当
た
る

と
と
も
に
、
研
修
体
制
も
強
化
す
る
。
特

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
実
務
研
修
で
は
、

「
苦
情
へ
の
対
応
」、「
事
故
防
止
対
策
を

中
心
に
し
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な

ど
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
し
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
る
。

　

介
護
関
連
の
施
設
整
備
に
は
、
二
三
一

六
億
四
五
〇
〇
万
円
を
投
入
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
一
万
六
〇
〇
〇
人
分
、
老
人

保
健
施
設
八
〇
〇
〇
人
分
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
施
設
七
〇
〇
〇
人
分
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

四
五
〇
〇
人
分
を
整
備
す
る
。

　

高
齢
者
施
策
で
は
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者

雇
用
対
策
に
九
二
一
億
二
、
九
〇
〇
万
円

を
計
上
。
年
長
者
と
し
て
の
知
識
や
経
験

を
生
か
し
た
六
五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
を

進
め
る
一
方
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
と

社
会
参
加
の
促
進
策
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
も
引
き
続
き
行
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
高
齢
者
が
共
同
し
て
企
業
す

る
場
合
に
助
成
金
を
支
出
す
る
高
齢
者
共

同
就
業
機
会
創
出
支
援
事
業
も
実
施
す
る
。

▼▼
食
品
安
全
対
策
を
強
化

　

こ
の
ほ
か
、
近
年
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
「
食
の
安
全
」
を
確
保
す
る
た
め
、
食
品

安
全
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
。食
品
衛
生

法
の
抜
本
改
正
に
合
わ
せ
、
残
留
基
準
が

設
定
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
や
動
物
用
医
薬

品
に
つ
い
て
食
品
中
の
暫
定
的
な
基
準
を

設
け
る
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
っ
て
使
用
が

認
め
ら
れ
て
い
る
食
品
添
加
物
で
あ
っ
て

も
、
安
全
性
に
問
題
が
認
め
ら
れ
れ
ば
使

用
を
禁
止
で
き
る
制
度
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
毒
性
試
験
の
体
制
も
強
化
す
る
。

　

さ
ら
に
、
輸
入
食
品
の
安
全
対
策
強
化

と
し
て
、
問
題
の
あ
る
食
品
の
輸
入
・
販

売
禁
止
措
置
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め
、

輸
出
国
で
の
衛
生
規
制
の
評
価
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
を
実
施
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
輸
入
食
品
監
視
支
援
シ
ス
テ

ム
の
機
能
強
化
も
図
る
。

（
時
事
通
信
社　

武
部　

隆
）
VVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVV

下
駄
の
音
こ
ろ
ん
と
一
つ
秋
深
し

                                         
富
安
風
生

　

季
語
は
も
ち
ろ
ん「
秋
深
し
」。
晩
秋
の

森
羅
万
象
を
い
い
つ
く
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は

漠
然
と
し
て
い
て
つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な

い
。
で
は
、
具
体
的
に
何
が
ど
う
で
あ
っ

て
「
秋
深
し
」
と
感
じ
た
か
が
、
こ
の
句

の
お
も
し
ろ
み
だ
。
こ
の
句
は
最
近
で
は

め
っ
た
に
聞
く
こ
と
が
な
く
な
っ
た
「
下

駄
の
音
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

あ
ま
り
に
も
平
凡
だ
が「
こ
ろ
ん
と
一
つ
」

と
表
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
秋
の
深

ま
り
」
あ
る
い
は
「
も
う
秋
も
終
わ
り
か
」

と
い
う
感
傷
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
技
巧
を
凝
ら
さ
な
い
さ
り
げ
な
い

言
葉
が
、
意
外
に
も
心
の
中
に
響
き
合
う

何
か
ま
で
表
わ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

�
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
一
茶

　

季
語
は
「 
案
山
子 
」。
最
近
は
、
案
山
子

か　

か　

し

の
デ
ザ
イ
ン
に
も
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ま
で
登
場
し
て
い
る
が
、
一
茶
の
時
代
は

も
っ
と
も
原
始
的
な
、
頬
か
ぶ
り
す
る
か

笠
を
か
ぶ
っ
た
、「
へ
の
へ
の
も
へ
字
」
の

顔
の
案
山
子
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
ん

な
案
山
子
ま
で
も
が
自
分
の
こ
と
を
無
視

し
て
こ
っ
ち
を
向
い
て
く
れ
な
い
と
、
い

か
に
も
一
茶
ら
し
い
一
面
を
の
ぞ
か
せ
た

一
句
。「
案
山
子
に
も
」と
い
っ
て
い
る
の

は
「
い
わ
ん
や
、
あ
の
人
た
ち
は
」
と
周

囲
の
冷
た
い
目
を
意
識
し
て
詠
ま
れ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
新
潟
県
柏
原
に

あ
る
「
一
茶
旧
宅
」
は
復
元
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
思
い
は
そ
こ
へ
飛
ぶ
。

案
山
子
に
も
う
し
ろ
向
か
れ
し 
栖 
か
な

す
み
か

季
節
の
俳
句
カ
レ
ン
ダ
ー
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▼
全
国
の
人
口
及
び
人
口
動
態

　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
全
国
の
人
口
は
、

一
億
二
千
六
百
四
十
七
万
八
千
六
百
七
十

二
人
で
、
前
年
に
比
べ
て
十
九
万
三
千
八

百
六
十
七
人
、
〇
・
一
五
％
増
加
し
て
い

る
。
人
口
増
加
率
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
の
二
・
二
二
％
を
ピ
ー
ク
に
、
そ

の
後
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
平
成
十
四
年

は
〇
・
一
五
％
と
過
去
最
低
と
な
っ
て
い

る
。

　

全
国
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
は

六
千
百
九
十
七
万
千
三
百
五
人
で
対
前
年

比
〇
・
一
一
％
の
増
加
、
女
は
六
千
四
百

五
十
万
七
千
三
百
六
十
七
人
で
同
〇
・
二

〇
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
の
比

率
は
、
男
四
九
・
〇
〇
％
に
対
し
、
女
五

一
・
〇
〇
％
で
前
年
と
ほ
ぼ
変
わ
り
は
な

い
。

　

ま
た
、
調
査
を
始
め
た
昭
和
五
十
四
年

度
以
降
の
人
口
動
態
の
推
移
を
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
自
然
増
加

数
（
出
生
者
数
マ
イ
ナ
ス
死
亡
者
数
）
は
、

平
成
五
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
て
わ
ず
か

に
増
加
し
た
が
、
六
年
度
か
ら
は
再
び
減

少
に
転
じ
、
十
二
年
度
に
再
度
増
加
し
た

が
、
十
三
年
度
は
過
去
最
低
の
二
十
万
千

九
百
六
十
四
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
の
出
生
者
数
は
、
平
成
三
年
度
、

六
年
度
、
八
年
度
及
び
十
年
度
を
除
き
、

毎
年
減
少
し
て
い
る
。
十
三
年
度
は
過
去

最
低
の
百
十
七
万
千
三
百
二
十
人
と
な
っ

て
い
る
。

▼
町
村
部
人
口

　

町
村
部
人
口
は
、
年
に
よ
っ
て
増
減
が

あ
り
、
平
成
十
四
年
は
前
年
に
比
べ
二
十

八
万
五
百
六
十
四
人
（
一
・
〇
二
％
）
減

少
し
、
二
千
七
百
十
万
二
千
四
百
三
十
三

人
と
な
っ
た
。

　

全
国
人
口
に
占
め
る
町
村
部
人
口
の
割

合
は
、
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
十
四
年
に

お
い
て
は
二
一
・
四
三
％
（
前
年
二
一
・

六
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成

十
三
年
度
に
お
け
る
市
制
施
行
及
び
合
併

に
よ
り
、
町
村
部
か
ら
市
部
に
移
動
し
た

人
口
は
、
十
九
万
六
千
七
百
四
十
四
人
で

あ
る
。（
十
三
年
四
月
一
日
、
茨
城
県
牛

堀
町
と
潮
来
町
が
合
併
し
潮
来
市
に
、
千

葉
県
白
井
町
が
白
井
市
に
、
十
三
年
十
月

一
日
、
茨
城
県
栗
東
町
が
栗
東
市
に
、
十

三
年
十
一
月
十
五
日
、
岩
手
県
三
陸
町
が

大
船
渡
市
に
編
入
合
併
し
、
十
四
年
二
月

二
日
、
茨
城
県
守
谷
町
が
守
谷
市
に
な
っ

た
。）

　

人
口
が
増
加
し
て
い
る
町
村
の
数
は
五

百
三
十
七
町
村
で
、
前
年
（
六
百
五
十
一

町
村
）
に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
然
増
加
と
な
っ
た
町
村
の
数

は
五
百
四
十
六
町
村
で
、
こ
ち
ら
も
前
年

（
五
百
九
十
七
町
村
）に
比
べ
減
少
し
て
い

る
。
社
会
増
加
の
町
村
数
に
つ
い
て
も
七

百
十
三
町
村
で
、
前
年
（
八
百
町
村
）
に

比
べ
、
引
き
続
き
減
少
し
て
い
る
。

　

個
々
の
町
村
別
の
人
口
を
み
る
と
五
万

人
超
の
町
村
は
二
村
で
、
多
い
方
か
ら
岩

手
県
滝
沢
村
（
五
万
千
三
百
三
十
九
人
）、

沖
縄
県
豊
見
城
村（
五
万
六
百
五
十
二
人
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
か
ら
四
町

減
っ
た
。
一
方
、
五
百
人
未
満
の
町
村

は
、
東
京
都
青
ヶ
島
村
（
二
百
二
人
）、

愛
知
県
富
山
村
（
二
百
十
二
人
）、
愛
媛
県

別
子
山
村
（
二
百
七
十
七
人
）
な
ど
十
村

で
、
前
年
と
同
数
で
あ
っ
た
。

▼
市
部
人
口
、
都
道
府
県
別
人
口

　

市
部
人
口
は
毎
年
増
加
し
、
平
成
十
四

年
は
九
千
九
百
三
十
七
万
六
千
二
百
三
十

九
人
で
、
前
年
に
比
べ
四
十
七
万
四
千
四

百
三
十
一
人
（
〇
・
四
八
％
）
増
加
し
て

い
る
。
人
口
が
増
加
し
て
い
る
市
の
数
は

三
百
十
六
市
で
、
前
年
（
三
百
四
十
九
市
）

に
比
べ
減
少
し
て
い
る
。

　

自
然
増
加
と
な
っ
た
市
の
数
は
四
百
六

十
八
市
（
前
年
四
百
八
十
七
市
）
で
、
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
社
会
増
加
の
市
は
二

百
二
十
二
市
（
前
年
二
百
四
十
二
市
）
で
、

こ
ち
ら
も
減
少
し
て
い
る
。

　

人
口
が
多
い
の
は
、
横
浜
市
（
三
百
四

十
三
万
三
千
六
百
十
二
人
）、
大
阪
市
（
二

百
四
十
八
万
四
千
三
百
二
十
六
人
）、
名

古
屋
市（
二
百
十
万
九
千
六
百
八
十
一
人
）

省

務

総

人
口
増
加
数
・
増
加
率　
過
去
最
低

〜
総
人
口
一
億
二
千
六
百
四
十
七
万
人
に
〜

　

総
務
省
は
こ
の
た
び
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
平
成
十
四
年
三
月
三

十
一
日
現
在
の
全
国
の
人
口
、
世
帯
数
及
び
人
口
動
態
調
査
の
結
果
を
公

表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
の
総
人
口
は
一
億
二
千
六
百
四
十
七
万
八
千
六

百
七
十
二
人
で
前
年
に
比
べ
て
十
九
万
三
千
八
百
六
十
七
人
増
加
し
て
お

り
、
増
加
率
は
〇
・
一
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
出
生
者
数
は
百
十

七
万
千
三
百
二
十
人
と
過
去
最
低
を
更
新
し
た
。

　

町
村
部
人
口
に
つ
い
て
は
、
二
千
七
百
十
万
二
千
四
百
三
十
三
人
と
前

年
に
比
べ
二
十
八
万
五
百
六
十
四
人
（
一
・
〇
二
％
）
減
少
し
た
。
全
人

口
に
占
め
る
割
合
は
毎
年
減
少
し
て
お
り
、
二
一
・
四
三
％
（
前
年
二

一
・
六
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

EEEEEEEEEEEEEEEEE
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の
順
と
な
っ
て
お
り
、
合
併
し
た
さ
い
た

ま
市
を
含
め
、
人
口
の
多
い
方
か
ら
十
市

が
百
万
人
を
超
え
て
い
る
。

　

一
方
、
二
万
人
未
満
の
市
は
、
北
海
道

歌
志
内
市
（
五
千
九
百
十
人
）、
福
岡
県
山

田
市
（
一
万
千
九
百
三
十
五
人
）、
北
海
道

三
笠
市
（
一
万
三
千
二
百
六
十
一
人
）
な

ど
、
十
三
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
別
の
人
口
で
は
、
人

口
が
多
い
の
は
、
東
京
都
（
千
百
九
十
万

五
千
七
百
十
二
人
）、
大
阪
府
（
八
百
六
十

三
万
六
千
二
百
十
七
人
）、
神
奈
川
県
（
八

百
四
十
八
万
四
千
七
百
四
十
四
人
）、
愛

知
県
（
六
百
九
十
六
万
四
千
七
百
八
十
三

人
）、
埼
玉
県
（
六
百
九
十
二
万
六
千
五
百

十
四
人
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
反
対
に

少
な
い
の
は
、
鳥
取
県
（
六
十
一
万
六
千

六
百
四
十
二
人
）、
島
根
県
（
七
十
五
万
九

千
三
百
三
人
）、
高
知
県
（
八
十
一
万
六
千

五
十
四
人
）、
福
井
県
（
八
十
二
万
七
千
三

百
四
十
三
人
）、
徳
島
県
（
八
十
二
万
九
千

百
八
十
五
人
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

　

人
口
増
減
の
状
況
を

み
る
と
、
十
五
団
体
（
前
年
二
十
一
団
体
）

で
人
口
が
増
加
し
、
三
十
二
団
体
（
前
年

二
十
六
団
体
）
で
減
少
し
て
い
る
。
増
加

数
が
最
も
多
い
の
は
、
東
京
都
（
八
万
六

千
八
百
六
十
七
人
）で
、
減
少
し
た
の
は
北

海
道（
八
千
二
百
八
十
五
人
）で
あ
っ
た
。

▼
年
齢
階
級
別
人
口
と
世
帯
数

　

年
齢
階
級
別
人
口
を
み
る
と
、
人
口
の

多
い
年
齢
階
級
は
五
〇
〜
五
四
歳
（
千
九

十
万
四
千
九
百
七
十
九
人
、
全
国
人
口
の

八
・
六
二
％
）、
二
五
〜
二
九
歳
（
九
百

五
十
五
万
九
千
七
百
四
十
人
、
同
七
・
五

六
％
）、
三
〇
〜
三
四
歳
（
九
百
三
十
六
万

七
千
三
百
五
十
二
人
、
同
七
・
四
一
％
）

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
四
〇
歳
以
上
の
人

口
で
全
国
人
口
の
過
半
数
（
六
千
六
百
二

十
八
万
千
七
百
六
十
五
人
、
五
二
・
四
一

％
）
を
占
め
て
い
る
。

　

年
齢
三
区
分
別
人
口
で
は
、
年
少
人
口

（
一
五
歳
未
満
）が
千
八
百
十
一
万
九
千
二

百
五
十
四
人
（
全
国
人
口
の
一
四
・
三
三

％
）、
生
産
年
齢
人
口
（
一
五
歳
以
上
六
五

歳
未
満
）
は
八
千
五
百
二
十
七
万
六
千
百

九
十
五
人
（
同
六
七
・
四
二
％
）
で
、
老

年
人
口
（
六
五
歳
以
上
）
は
二
千
三
百
八

万
三
千
二
百
四
人
（
同
一
八
・
二
五
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

町
村
部
に
お
い
て
は
老
年
人
口
の
割
合

が
二
二
・
五
一
％
と
、
市
部
に
比
べ
て
大

き
く
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
六
三
・

一
〇
％
と
、
市
部
に
比
べ
て
小
さ
く
な
っ

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
年
々
強
く
な
っ
て

い
る
。

　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
世

帯
数
は
、
四
千
八
百
六
十
三
万
七
千
七
百

八
十
九
世
帯
で
、
前
年
に
比
べ
六
十
二
万

二
千
五
百
三
十
八
世
帯
、
一
・
三
〇
％
の

増
加
に
な
っ
た
。
一
世
帯
平
均
構
成
人
員

は
、
昭
和
四
十
三
年
の
三
・
七
六
人
か
ら

毎
年
減
少
し
て
い
る
が
、
平
成
十
四
年
は

二
・
六
〇
人
と
な
り
、
前
年
の
二
・
六
三

人
を
〇
・
〇
三
人
下
回
り
、
過
去
最
低
と

な
っ
た
。

平成14年人口段階別町村数 

自然減少の市町村数の推移 

51

2.0

１千人 
未　満 

660

25.9

１千人 
以　上 

838

32.8

５千人 
以　上 

685

26.9

１万人 
以　上 

197

7.7

２万人 
以　上 

53

2.1

３万人 
以　上 

36

1.4

3.5万人 
以　上 

31

1.2

４万人 
以　上 

町　村　数  

割 合 （％） 

人 口 区 分  

2,551

100.0

計 

1,956

224

2,180

12年 

1,925

202

2,127

11年 

1,823

176

1,999

10年 

1,811

176

1,987

９年 

1,770

159

1,929

８年 

1,709

144

1,853

７年 

1,638

144

1,782

６年 

1,605

147

1,752

５年 

1,984

224

2,208

14年 

町　村　数 

市（区）数 

合　　　計 

年 

1,936

204

2,140

13年 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

老年人口 生産年齢人口 年少人口 

指定都市、特別区、その他の市及び町村部の年齢３区分割合 

23,083,204人 
18.25％ 

85,276,195人 
67.42％ 

18,119,254人 
14.33％ 

3,115,128人 
16.19％ 

13,481,685人 
70.05％ 

2,648,958人 
13.76％ 

1,397,666人 
17.42％ 

5,723,130人 
71.31％ 

904,738人 
11.27％ 

12,469,222人 
17.29％ 

48,969,870人 
67.91％ 

10,666,636人 
14.79％ 

6,101,185人 
22.51％ 

17,101,510人 
63.10％ 

3,899,735人 
14.39％ 

町 村 部 
27,102,433人 

その他の市 
72,105,743人 

特 別 区 
8,025,538人 

指定都市 
19,244,958人 

全　　国 
126,478,672人 
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政 策

543,009
482,542
839,484
406,347
382,927
704,171
1,017,583
684,669
703,010
2,576,437
2,277,249
5,597,805
3,486,305
796,825
361,145
408,676
256,913
313,041
761,702
687,089
1,314,562
2,559,770
657,473
445,556
1,024,463
3,574,895
2,137,659
515,811
404,897
212,529
263,808
717,452
1,140,136
611,689
300,064
382,602
593,489
338,237
1,972,564
289,372
582,875
678,399
471,746
466,257
748,869
480,792

48,637,789

2,464,894

全国世帯数 

青 森 県  
岩 手 県  
宮 城 県  
秋 田 県  
山 形 県  
福 島 県  
茨 城 県  
栃 木 県  
群 馬 県  
埼 玉 県  
千 葉 県  
東 京 都  
神 奈 川 県  
新 潟 県  
富 山 県  
石 川 県  
福 井 県  
山 梨 県  
長 野 県  
岐 阜 県  
静 岡 県  
愛 知 県  
三 重 県  
滋 賀 県  
京 都 府  
大 阪 府  
兵 庫 県  
奈 良 県  
和 歌 山 県  
鳥 取 県  
島 根 県  
岡 山 県  
広 島 県  
山 口 県  
徳 島 県  
香 川 県  
愛 媛 県  
高 知 県  
福 岡 県  
佐 賀 県  
長 崎 県  
熊 本 県  
大 分 県  
宮 崎 県  
鹿 児 島 県  
沖 縄 県  
合 計  

北 海 道  

都道府県名 

1,492,669
1,416,421
2,348,465
1,190,007
1,236,978
2,128,309
2,995,384
2,004,401
2,021,238
6,926,514
5,950,584
11,905,712
8,484,744
2,470,641
1,122,559
1,176,438
827,343
885,196
2,203,200
2,109,013
3,766,759
6,964,783
1,858,120
1,341,405
2,563,344
8,636,217
5,550,419
1,445,508
1,083,391
616,642
759,303
1,957,228
2,869,011
1,522,696
829,185
1,031,470
1,505,047
816,054
4,990,494
880,665
1,522,140
1,869,075
1,231,533
1,182,062
1,780,157
1,343,124

126,478,672

5,667,024

全 国 人 口 

△　0.29
△　0.38
0.06

△　0.63
△　0.35
△　0.24
△　0.01
0.06
0.07
0.41
0.51
0.73
0.70

△　0.25
△　0.16
△　0.01
△　0.08
△　0.10
△　0.06
△　0.04
0.07
0.43

△　0.04
0.51
0.01
0.09
0.24

△　0.21
△　0.39
△　0.07
△　0.37
△　0.02
△　0.11
△　0.41
△　0.25
△　0.17
△　0.25
△　0.22
0.23

△　0.22
△　0.34
△　0.07
△　0.23
△　0.21
△　0.17
0.67
0.15

△　0.15

増加率 
％ 

527,014
548,607
802,170
527,211
343,396
753,824
1,218,709
690,057
780,480
958,839
705,115
91,214
382,244
841,067
339,932
370,558
271,586
482,589
785,076
753,440
828,594
1,119,490
597,867
539,802
327,319
233,661
798,878
404,851
423,573
241,954
308,637
514,989
609,788
335,413
400,081
476,407
422,994
259,993
1,127,354
423,344
565,170
776,733
320,598
384,351
751,364
444,547

27,102,433

1,291,553

町村部人口 

△　0.77
△　1.93
△　0.45
△　0.94
△　0.85
△　0.64
△　6.48
△　0.03
0.10
0.02

△　6.89
△　0.60
△　0.17
△　0.59
△　0.01
0.11

△　0.16
0.23

△　0.15
△　0.27
△　0.18
0.47

△　0.19
△　9.22
0.48

△　0.11
△　0.43
△　0.52
△　0.39
△　0.60
△　0.53
△　0.43
△　0.93
△　0.69
△　0.27
△　0.29
△　0.81
△　0.68
△　0.19
△　0.31
△　0.69
△　0.44
△　0.61
△　0.46
△　0.43
0.60
0.970

△　0.81

増加率 
％ 

965,655
867,814
1,546,295
662,796
893,582
1,374,485
1,776,675
1,314,344
1,240,758
5,967,675
5,245,469
11,814,498
8,102,500
1,629,574
782,627
805,880
555,757
402,607
1,418,124
1,355,573
2,938,165
5,845,293
1,260,253
801,603
2,236,025
8,402,556
4,751,541
1,040,657
659,818
374,688
450,666
1,442,239
2,259,223
1,187,283
429,104
555,063
1,082,053
556,061
3,863,140
457,321
956,970
1,092,342
910,935
797,711
1,028,793
898,577

99,376,239

4,375,471

市 部 人 口 

△　0.03
0.63
0.32

△　0.38
△　0.16
△　0.02
4.98
0.10
0.06
0.47
1.60
0.75
0.74

△　0.08
△　0.23
△　0.07
△　0.05
△　0.49
△　0.01
0.09
0.14
0.42
0.03
8.32

△　0.06
0.09
0.35

△　0.09
△　0.39
0.27

△　0.26
0.13
0.11

△　0.33
△　0.23
△　0.07
△　0.03
△　0.01
0.35

△　0.15
△　0.14
0.19

△　0.10
△　0.09
0.02
0.71
1.028

0.05

増加率 
％ 

2.75
2.94
2.80
2.93
3.23
3.02
2.94
2.93
2.88
2.69
2.61
2.13
2.43
3.10
3.11
2.88
3.22
2.83
2.89
3.07
2.87
2.72
2.83
3.01
2.50
2.42
2.60
2.80
2.68
2.90
2.88
2.73
2.52
2.49
2.76
2.70
2.54
2.41
2.53
3.04
2.61
2.76
2.61
2.54
2.38
2.79
2.60

2.30

１世帯平均 
構成人員 

平成14年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数 
（平成14年3月31日現在） 
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岡
山
県
町
村
会
は
八
月
二
〇
日
の
臨
時

総
会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
八
月
二
五
日
就
任
）

岡
山
県
町
村
会
長

小
田
郡
矢
掛
町
長

 
山  
岡 　
 
治  
喜 

や
ま 

お
か 

は
る 

き

昭
和
十
三
年
九
月
一
日
生

【
住
所
】岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面
九

六
七
番
地
の
九

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭
和

三
三
年
矢
掛
建
設
株
式
会
社
代
表
取
締
役

▽
四
一
年
矢
掛
町
議
会
議
員
（
以
来
三
期

当
選
）
▽
五
七
年
矢
掛
町
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】　

六
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
十
年
小
田

後
月
郡
町
村
会
長
▽
十
一
年
岡
山
県
町
村

会
副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
リ
サ
イ
ク
ル
福
祉
事
業
開

始
▽
農
村
改
善
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
▽

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
事
業
開
始
▽
矢
掛
運
動

公
園
野
球
場
造
成
▽
東
京
・
大
阪
ほ
た
る

展
開
催
▽
亀
島
キ
ャ
ン
プ
場
整
備
▽
茶
臼

山
文
化
の
丘
・
ヘ
ル
シ
ー
ロ
ー
ド
整
備
▽

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
▽
井
笠
広
域
斎

場
建
設
▽
新
庁
舎
建
設
▽
企
業
誘
致
▽
住

宅
団
地
造
成
▽
吉
備
真
備
公
園
造
成
▽
外

国
青
年
招
致
事
業
開
始
▽
木
造
モ
デ
ル
県

営
住
宅
建
設
▽
郷
土
美
術
館
建
設
▽
水
車

の
里
民
芸
施
設
建
設
▽
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
建
設
▽
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
▽
備
中
矢
掛
宿
街
並
み
整
備
施
設
建

設
▽
農
業
集
落
排
水
施
設
建
設
▽
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
建
設
▽
老
人
保
健
施
設
建
設

▽
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
建
設
▽
児
童
遊
園
ネ

バ
ー
ラ
ン
ド
建
設
▽
公
共
下
水
道
「
矢
掛

浄
化
セ
ン
タ
ー
」建
設
▽
文
化
セ
ン
タ
ー
・

図
書
館
建
設
▽
井
原
鉄
道
開
通

【
趣
味
】
神
楽
面
彫
り
、
ゴ
ル
フ

【
家
族
】
妻

d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

大
分
県
町
村
会
は
八
月
六
日
の
臨
時
総

会
で
次
の
と
お
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
八
月
六
日
就
任
）

大
分
県
町
村
会
長

大
分
郡
湯
布
院
町
長

 
吉  
村 　
 
格  
哉 

よ
し 

む
ら 

か
く 

や

昭
和
十
三
年
五
月
三
日
生

【
住
所
】大
分
県
大
分
郡
湯
布
院
町
大
字
川

南
三
七
〇
番
地
の
一

【
町
長
に
当
選
す
る
ま
で
の
経
歴
】▽
昭
和

五
一
年
大
分
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
▽
同

年
湯
布
院
町
議
会
議
員
▽
五
七
年
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
副
会
長
▽
六
一
年
湯
布

院
町
長

【
町
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】　

四
回

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】▽
平
成
十
一
年
大

分
県
町
村
会
監
事
▽
十
二
年
大
分
郡
町
村

会
会
長
▽
同
年
大
分
県
町
村
会
理
事
▽
同

年
大
分
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
「
湯
布
院
ク
ア
オ
ル
ト

構
想
」
を
策
定
し
、
健
康
を
創
造
す
る
真

の
保
養
温
泉
地
づ
く
り
を
推
進
▽
「
一
人

か
ら
は
じ
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
町
総
合
計
画
書
を
策
定
し
、

町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
▽
無

秩
序
な
乱
開
発
か
ら
自
然
環
境
・
住
環
境

を
保
全
す
る
た
め
開
発
の
抑
制
と
促
進
を

調
整
、
町
の
成
長
管
理
を
す
る
「
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
▽
交
通

混
雑
解
消
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
事
業
を
実
施
し
、
散
策
道
を
整
備
▽
磯

崎
新
氏
の
設
計
で
Ｊ
Ｒ
と
町
が
協
働
で
由

布
院
駅
舎
を
建
築
、
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
を
備

え
た
駅
舎
が
完
成
▽
年
間
観
光
客
約
三
八

〇
万
人
が
ま
ち
を
訪
れ
、
全
国
的
に
有
名

に
な
る
。
▽
若
者
定
住
策
と
し
て
若
者
向

け
の
町
営
住
宅
の
整
備
▽
各
自
治
区
の
集

会
所
整
備
▽
小
・
中
学
校
の
体
育
館
整
備

【
趣
味
】
旅
行
（
ま
ち
並
み
見
聞
）

【
家
族
】
妻
、
母
、
次
男

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

�
町
村
週
報
の
購
読
�

「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
、
全
国
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随 想
　

全
国
で
「
道
の
駅
」
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

が
続
い
て
い
る
。
道
の
駅
が
誕
生
し
た

の
は
九
年
前
で
あ
る
が
、
毎
年
数
十
の

駅
が
誕
生
し
続
け
、
こ
の
夏
に
は
七
〇

一
駅
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

千
葉
県
南
部
に
あ
る
人
口
が
六
千
人

に
満
た
な
い
小
さ
な
町
で
、
枇
杷
が
特

産
の
富
浦
町
に
も
、
町
民
が
誇
り
と
し

て
い
る
道
の
駅
が
あ
る
。「
枇
杷
（
び

わ
）
倶
楽
部
」（
表
紙
写
真
）
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
平
成
十
二
年
三

月
に
行
わ
れ
た
「
道
の
駅
グ
ラ
ン
プ
リ

二
〇
〇
〇
」で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

審
査
委
員
長
か
ら
「
平
成
五
年
に
で
き

た
古
く
て
小
さ
く
粗
末
な
道
の
駅
だ

が
、
地
域
振
興
の
捨
て
石
と
な
る
覚
悟

で
、
日
々
進
化
し
て
い
る
」
と
い
う
、

何
と
も
不
思
議
で
素
敵
な
お
ほ
め
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

粗
末
で
小
さ
い
に
は
理
由
が
あ
る
。

　

道
の
駅
の
構
想
を
持
ち
は
じ
め
た
の

は
平
成
二
年
頃
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
経
済

が
崩
壊
し
、
宿
泊
型
の
観
光
客
は
減
少

を
始
め
、
農
産
物
の
輸
入
が
増
加
し
て

町
の
基
幹
産
業
に
暗
雲
が
垂
れ
込
め
は

じ
め
て
い
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
座
し
て
疲
弊
を
待
つ

こ
と
に
な
る
と
、
一
念
発
起
し
て
事
業

化
を
決
断
し
た
。
役
場
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
「
金
は
無
い
が

創
意
工
夫
し
、
産
業
と
文
化
の
振
興
拠

点
、
情
報
発
信
基
地
を
つ
く
れ
。
運
営

法
人
は
絶
対
に
黒
字
に
し
ろ
」
と
簡
単

明
瞭
に
指
示
し
た
。「
厳
し
い
命
令

だ
っ
た
」
と
当
時
の
担
当
か
ら
は
今
だ

に
言
わ
れ
る
が
、
細
か
な
指
示
を
せ
ず

部
下
を
信
頼
し
不
退
転
の
決
意
で
取
り

組
ん
だ
。

　

一
番
の
課
題
は
運
営
法
人
の
経
営
で

あ
っ
た
。
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業
が

赤
字
を
出
せ
ば
、
赤
字
補
填
で
か
え
っ

て
活
性
化
を
阻
害
し
て
し
ま
う
。
建
設

費
を
極
力
抑
え
て
人
材
を
投
入
し
、
シ

ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、

維
持
管
理
費
や
償
却
資
産
が
少
な
く

な
っ
て
採
算
も
取
り
や
す
い
。
集
客
力

も
強
ま
り
事
業
も
永
続
で
き
る
は
ず
だ

と
踏
ん
だ
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ゼ
と
い
う
活
性
化
手
法

が
あ
る
と
聞
け
ば
フ
ラ
ン
ス
に
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
過
疎
地
振
興
に
有
効
だ
と
聞
け
ば

ア
メ
リ
カ
に
、
知
識
や
手
法
を
取
り
入

れ
る
た
め
に
国
内
外
を
問
わ
ず
躊
躇
な

く
職
員
を
送
り
出
し
た
。
仮
設
店
舗
を

建
て
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
せ
た
。

こ
の
結
果
導
き
出
さ
れ
た
の
は
『
役
場

と
町
全
額
出
資
企
業
に
よ
る
複
合
体

が
、
町
内
全
域
に
事
業
を
分
散
さ
せ
て

統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
を
動
か
し
、
活
性

化
の
孵
卵
器
の
役
割
を
果
た
す
』
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一
見

す
る
と
複
雑
怪
奇
で
は
あ
る
が
、
時
代

の
変
化
に
つ
い
て
ゆ
け
る
シ
ン
プ
ル
で

力
強
い
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
た
。

　

日
帰
り
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
に

花
、
枇
杷
、
イ
チ
ゴ
の
試
験
園
を
設
け
、

県
に
研
究
員
の
割
愛
を
お
願
い
し
て
、

品
種
改
良
や
栽
培
方
式
ま
で
も
見
直
す

観
光
農
業
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り

組
ん
だ
。
加
工
所
で
は
特
産
の
枇
杷
を

活
用
し
た
加
工
原
料
づ
く
り
を
行
い
、

ジ
ャ
ム
や
缶
詰
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど

四
〇
品
目
も
の
商
品
開
発
へ
と
繋
げ
た
。

　

文
化
面
で
も
、
か
つ
て
自
治
大
臣
表

彰
を
い
た
だ
い
た
人
形
劇
の
振
興
拠
点

が
道
の
駅
で
あ
り
、
町
内
の
誇
り
を
掘

り
起
こ
す
探
訪
会
や
、
地
域
で
地
道
な

活
動
を
続
け
る
方
を
講
師
に
迎
え
た
講

演
会
を
毎
月
続
け
て
い
る
。
併
設
さ
れ

て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
予
約
で
一
杯
の

状
況
で
あ
る
。

　

様
々
な
手
を
打
っ
た
中
で
最
も
有
効

だ
っ
た
の
は
、
地
域
の
産
物
や
食
事
会

場
を
束
ね
て
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
誘
致
す

る
「
一
括
受
発
注
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ぶ

仕
組
み
の
構
築
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
通
産
省
の
助
成
を
受
け
て
電
算

化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
も
接
続

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
南
房
総
へ
の
集
客

を
ね
ら
っ
た
広
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

構
築
や
、
町
内
の
情
報
化
が
一
気
に
進

む
契
機
と
も
な
っ
た
。

　

地
域
の
理
解
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
が
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
く
れ
て
い

る
。
八
〇
万
人
を
越
え
る
観
光
客
の
誘

致
に
成
功
し
、
運
営
法
人
は
単
年
度
黒

字
で
累
積
赤
字
も
な
く
、
町
民
の
一
％

を
雇
用
し
、
町
内
へ
の
支
払
い
は
二
億

五
千
万
円
と
い
う
優
良
な
企
業
に
育
っ

て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
た
富
浦
町
の
試
み
は
、
過
疎

地
の
活
性
化
方
策
と
し
て
有
効
に
働
く

と
考
え
て
い
た
が
、
最
近
で
は
開
発
途

上
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
関
心
も
高
い
。

将
来
、
枇
杷
倶
楽
部
に
似
た
仕
組
み
が

国
内
外
に
で
き
て
く
れ
れ
ば
、
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
。

　■
 

町
を
起
こ
し
た
道
の
駅

千葉県町村会長

 富  浦 町 長
とみ うら

遠 藤 一 郎
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医
療
制
度
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長：

厚
生
労
働
大
臣
）
に
設
け
て
い
る
医
療
提

供
体
制
の
改
革
に
関
す
る
検
討
チ
ー
ム
は

こ
の
ほ
ど
、
今
後
の
「
あ
る
べ
き
医
療
の

姿
」
の
実
現
の
た
め
、
現
段
階
で
の
改
革

の
基
本
的
方
向
を
中
間
報
告
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
。

　

中
間
報
告
は
、
改
革
の
基
本
的
方
向
と

し
て
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
、
患

者
本
位
の
医
療
提
供
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
医
療
提
供
体
制
の
改
革
を
、
①
医
療

に
関
す
る
情
報
提
供
の
推
進
、
安
全
で
安

心
で
き
る
医
療
の
再
構
築
―
を
柱
と
す
る

「
患
者
の
視
点
の
尊
重
」、
②
質
の
高
い
効

率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
（
機
能
分

化
・
重
点
化
・
効
率
化
）、
医
療
を
担
う
マ

ン
パ
ワ
ー
の
確
保
・
資
質
の
向
上
、
環
境

の
変
化
等
に
対
応
し
た
医
療
の
見
直
し
―

を
柱
と
す
る
「
質
が
高
く
効
率
的
な
医
療

の
提
供
」、
③
地
域
医
療
・
生
命
の
世
紀
の

医
療
を
さ
せ
る
基
盤
の
整
備
―
を
柱
と
す

る
「
医
療
の
基
盤
整
備
」
―
の
三
つ
の
視

点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、

法
律
の
み
な
ら
ず
、
公
的
補
助
、
税
制
に

よ
る
支
援
、
診
療
報
酬
等
に
よ
る
経
済
的

評
価
、
公
的
融
資
、
関
係
団
体
と
の
共
同

し
た
取
り
組
み
等
、
総
合
的
に
施
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
の
担
当

部
局
の
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
今
後
も
国
民
各
層
の
幅
広
い
意

見
を
集
積
し
、
今
年
度
中
に
も
新
た
な
医

療
提
供
体
制
の
改
革
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

医
療
提
供
体
制
の
改
革
の

基
本
的
方
向
ま
と
ま
る

住
民
参
加
型
農
村
整
備
に

向
け
検
討
会 

―
農
水
省
―

　

国
土
交
通
省
等
は
、
こ
の
た
び
、
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
基
本
構
想
策

定
を
支
援
す
る
た
め
、
市
町
村
の
担
当
者

向
け
に
構
想
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
小
冊
子

に
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
反
映
方
法

や
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
個
性
的
な
構

想
作
り
な
ど
の
方
法
を
具
体
的
に
示
す
こ

と
で
、
今
後
の
取
組
み
を
促
し
、
併
せ
て

策
定
済
み
の
構
想
か
ら
他
の
団
体
の
取
り

組
み
に
役
立
ち
そ
う
な
事
例
を
盛
り
込
む

こ
と
で
、
担
当
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
の
解

消
を
目
指
し
た
も
の
。

　

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
反
映
方
法
に
つ
い
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
従

来
型
の
手
法
以
外
に
、
住
民
と
同
じ
目
線

で
移
動
経
路
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
議
論
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
を
提

案
、
ま
た
、
福
祉
分
野
の
な
ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
な
が
ら
駅
周
辺
の
移
動
経
路
を
点

検
し
、
構
想
作
り
に
反
映
さ
せ
た
東
京
都

荒
川
区
の
例
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

地
域
特
性
に
応
じ
た
構
想
作
り
で
は
、

「
重
点
整
備
地
区
内
の
民
間
施
設
に
つ
い

て
も
建
物
の
建
て
替
え
な
ど
に
際
し
て
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
協
力
を
明
示
」（
新
潟

県
亀
田
町
）
―
等
の
事
例
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

策
定
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
と
し

て
は
、
事
業
実
施
後
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
理
解
を
深
め
る
教
育
の

必
要
性
を
挙
げ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
小
冊
子
は
、
今
秋
以
降
に

全
国
の
地
方
運
輸
局
ご
と
に
開
催
す
る
市

町
村
の
担
当
者
向
け
基
本
構
想
策
定
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
予
定
。

「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
基

本
構
想
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
」ま
と
ま
る

　

農
水
省
は
、
農
業
農
村
整
備
事
業
へ
の

住
民
参
加
と
事
業
に
つ
い
て
の
広
報
活
動

の
推
進
を
テ
ー
マ
に
、
学
識
経
験
者
な
ど

の
第
三
者
委
員
か
ら
な
る
検
討
会
を
こ
の

ほ
ど
開
催
し
た
。

　

こ
う
し
た
テ
ー
マ
で
検
討
す
る
背
景
と

し
て
は
、
住
民
参
加
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
国
民
の
価
値
観
の
多
様
化
や
農
村
の

混
住
化
が
進
展
す
る
中
で
、
事
業
効
果
を

発
揮
さ
せ
る
上
で
有
効
で
あ
る
こ
と
、
分

権
型
社
会
実
現
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
自

律
的
な
社
会
集
団
の
形
成
に
も
資
す
る
こ

と
の
ほ
か
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
や
「
骨
太
の
方
針
」
に
お
い
て
住
民

参
加
手
法
の
導
入
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
報
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
国

民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
施
策
の
適
時
・
適

切
、
か
つ
、
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
と

い
う
行
政
の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、

行
政
と
国
民
の
間
の
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
が
必
要
だ
と
い
う
基

本
認
識
が
あ
り
、
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
広
範
囲
で
双
方

向
の
広
報
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

実
際
に
地
域
住
民
全
体
や
国
民
に
向
け
て

の
広
報
活
動
に
取
り
組
ま
れ
始
め
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、「
地
域
住
民

の
合
意
形
成
の
困
難
」、「
住
民
が
必
要
性

を
感
じ
な
け
れ
ば
住
民
の
参
加
は
起
き
な

い
」
等
の
意
見
が
出
て
い
る
。

　

同
検
討
会
は
、
来
年
一
月
ま
で
に
五
回

程
度
会
合
を
開
き
、
課
題
の
整
理
や
制
度

等
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
報
告
書
を
ま
と

め
る
。
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